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は じ め に

本市の中位段丘 にあたる海塚周辺には多 くの文化財が残されています。

願泉寺は貴重な近世建築 として本堂 ・表門 ・太鼓堂 は平成5年8月 に国の重要文化財に指定さ

れました。周辺には当時の面影を偲ばせる町並みが残 されています。大阪湾側には中世末に浄土

真宗の自治都市である寺内町が建設され、近世以降発展 しました。

海塚遺跡 は中世の集落跡 として位置付けられています。南海電鉄貝塚駅の周辺 という立地から

開発が行われ、それに伴 う発掘調査では数多 くの成果が報告されています。 これらの成果は本地

域の歴史を明らかにするうえでまことに有意義なことと考えています。

本調査報告書の刊行が、皆様の文化財に対するご理解を深あていただ くとともに、文化財の保

護 ・保存 ・研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、関係各位には多大なご協力を頂 き、 ここに深 く感謝の意

を表 しますとともに、今後 とも本市における文化財保護行政に対する、一層のご理解 とご支援を

お願 いいたします。

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 呈 彦



例 言

1.本 書は、医療法人尚生会西出病院の依頼により、大阪府貝塚市津田315-3・315-8、 福田

73-5番 地に所在する海塚遺跡 において実施 した医療施設建設に伴 う事前発掘調査の概要報

告である。

2.調 査は確認調査を平成10年2月6日 ・本格的発掘調査 を平成10年7月21日 より平成10

年9月16日 にかけて実施 した。なお内業調査にっいては本書刊行をもって終了 した。

3.調 査にあたっては、医療法人尚生会西出病院より多大なご理解とご協力を得た。記 して感謝

の意を表す。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、吏員木嶋崇晴が担当 した。現地 ・内業調査および

本書作成にかかる諸作業については、下記の諸氏の参加者を得て実施 したものである。

永橋祥行 江越亮一

5.本 書の執筆編集は木嶋が行った。

6.出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会において保管 している。
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第1章 調査 に至 る経過

貝塚市教育委員会は平成10年1月29日 、医療法人尚生会西出病院より医療施設建設計画地であ

る貝塚市津田315-3・315-8、 福田73-5番 地における埋蔵文化財の有無についての紹会をう

けた。

本遺跡は当該地の南側で平成8年 度に発掘調査を行 っている。調査成果 として奈良時代、中世、

近世の各時代の遺物包含層、溝などの遺構を検出した。その後、数度の試掘調査により中世の遺

物包含層、遺構が明 らかとなっている。また当該地の南西側には水間街道が通 っており、その関

連性が注目されている。平成8年 には遺跡の新規発見 として登録を行 った。

建設予定地は中世の集落跡として周知 されている海塚遺跡の範囲内であった。そこで本市は医

療法人尚生会 との間で協議を行い、試掘調査を実施することの合意をみた。

試掘調査は平成10年2月6日 に本市が実施 した。調査1.5×7mの トレンチ(11㎡)を 予定地

の西側に設定 した。試掘調査の結果、当該地 は中世か ら近世 にかけての遺物包含層を確認 した。

遺物は土師器、須恵器、瓦器、陶磁器が出土 した。遺構 は検出幅約1.9mを 測 る南北方向の溝を

検出した。

この調査結果をもとに、両者で協議を重ねた結果、建設 によって破壊を うける760㎡ にっいて

発掘調査を実施することで合意 し、平成10年7月16日 に両者の問で覚書を交わした。

調査期間は平成10年7月21日 か ら平成10年9月16日 である。

図1.貝 塚 市 位 置 図
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1.沢新 出遺跡2.沢 海岸 遺跡3.沢 遺跡5.長 楽寺跡7。 丸 山古墳8.地 蔵堂廃寺10.秦 廃寺跡

19.泉州麻生 塩壷出土地20.堀 遺跡21.橋 本遺跡22.貝 塚寺 内町遺跡23.加 治 ・神 前 ・畠中遺

跡24.明 楽寺 跡25.沢 共 同墓地遺跡26.沢 西 出遺跡27.沢 海岸北遺跡28,沢 城跡29.新 井 ・鳥

羽遺跡30新 井 ノ池遺跡31.半 田遺跡34澱 池遺跡35積 善寺城跡51.窪 田遺跡 ・窪 田廃 寺

57堤 遺 跡58.小 瀬五所 山遺跡59.石 才遺跡60.王 子遺 跡61.土 生 遺 跡66.脇 浜遺跡67.今

池遺跡72.地 蔵堂遺跡75.新 井 ・鳥 羽北遺跡76願 泉寺本堂77.道 教 寺銅鐘78.沢 西遺跡

79.王 子 西遺 跡80.津 田遺跡82福 田遺跡87.小 瀬 遺跡88.堤 三 宅遺 跡89.沢 新 開遺 跡90.

沢 タナ ジ リ遺跡91,堀 新 遺跡93.麻 生 中下代遺跡94.堀 秋毛遺跡95.半 田北遺 跡96.沢 老 ノ

塚遺跡97.東 遺跡102,津 田北遺跡103.久 保遺跡110海 塚遺跡111脇 浜川端遺跡

図2.貝 塚市遺跡分布図
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第2章 位置と環境

海塚遺跡 は貝塚市の中位段丘にあたる海塚に所在する。北は岸和田市 と境する津田川 と南は近

木川 に挟まれた中位段丘に立地する。本遺跡は中世の集落跡として推定されている。調査地は南

海電鉄貝塚駅より東へ徒歩5分 、大阪府警貝塚警察署 の前に位置する。調査地の現状は工場の跡

地である。

周辺の遺跡 としては、北は中世の集落跡である堀秋毛遺跡、東は中世の集落跡である福田遺跡 ・

東遺跡がある。

中世 ・近世の遺跡である東遺跡は平成6年 度の調査では中世の鋤溝、近世の粘土採掘による土

坑 ・廃棄土坑などを検出した。遺物は近世陶磁器が多数出土 した。平成9年 度調査では牛 ・馬な

どの骨を捨てた土坑を3基 検出した。最大のもので直径約4mを 測る。土坑には骨のほか土器 も

出土 した。骨 は牛が一番多 く、次に馬である。その他鹿、猪、亀の甲羅、犬などの骨が少量出土

した。時期 は中世 と考えられる。近世の土坑を検出した。そのうちの2基 は犬、猫の骨が出土 し

た。 その他の土坑で牛、馬の骨が捨ててあった。

西 は戦国時代か ら近世の城郭寺院跡である貝塚寺内町遺跡がある。願泉寺を中心 とする近世都

市遺跡である。掘立柱建物、土塁、溝、井戸などの近世の遺構を検出 した。遺物は碗、皿、摺鉢

など多種の陶磁器、焼塩壺、瓦などが多数出土 した。

南 は弥生時代か ら室町時代の集落跡である加治 ・神前 ・畠中遺跡がある。昭和61年 度の調査で

図3.調 査地位 置図
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は古墳時代前期の掘立柱建物、溝、中世の溝、井戸を検出 した。平成2年 度調査では古墳時代の

溝、平安時代では梁行2問 、桁行2～3間 の掘立柱建物2棟 、土坑、溝、中世では梁行2間 、桁

行3間 以上の掘立柱建物、溝、粘土採掘土坑を検出 した。平成元年では飛鳥時代の溝、中世の大

溝、調査区全域に広がる鋤溝を検出した。平成3年 度では飛 鳥～奈良時代の掘立柱建物2棟 、溝、

中世では鋤溝、溝を検出した。平成5年 に実施 した保健合同庁舎建設に伴なう発掘調査では縄文

時代か ら中世、近世にかけての遺物が数多 く出土 した。弥生 ・古墳時代の溝、奈良 ・平安時代の

建物跡、土坑等を検出した。平成6年 度では鋤溝、溝、粘土採掘土坑を検出した。これ らの調査

より飛鳥～奈良時代の集落が存在 していた。中世には土地開発が行われ、中世、近世を通 じて耕

作地が営まれていたことが明 らかとなった。

参考資料

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告 第20集 『加治 ・神前 ・畠中遺跡発掘調査概要』1991

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告 第21集 「加治 ・神前 ・畠中遺跡発掘調査概要』1991

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告 第26集

「加治 ・神前 ・畠中遺跡発掘調査概要 仮称市民文化会館の調査』1993

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告 第27集

『加治・神前・畠中遺跡発掘調査概要 市庁舎第2別 館建設に伴う発掘調査』1993

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告 第30集

『加治・神前・畠中遺跡発掘調査概要 都市計画道路文化会館山手線建設に伴う調査』1993

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告 第36集

『加治・神前・畠中遣跡発掘調査概要保健合同庁舎建設に伴なう発掘調査』1996

貝塚市教育委員会 貝塚市埋蔵文化財調査報告 第42集 『加治 ・神前 ・畠中遺跡発掘調査概要』1997
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第3章 調 査 成 果

1.調 査の概要

調 査 は建設計画 に基 づ き南北約36m・ 東西約20m、 面積760㎡ を調査区 と して設 定 した。 調査

区 は国家座標基準値x=-172760・Y=-58565を 基準 に して5m×5mに 区画 し、 西 に8区 を設

け(A～1)、 南 に9区 を設 けた(1～9)。

2.基 本層序

調査 区における地層 の状況 は、第1層 は盛土(層 厚約0.8m)、 第2層 は暗灰黄色 土(層 厚 約0.

15m)、 第3層 は灰 オ リーブ色 土(層 厚約0.05m)、 第4層 は褐灰色粘質土(層 厚約0.1m)、 第5

層 は黄灰色粘土(地 山)で ある。調査 は第5層 上面 まで行 った。

3.検 出遺構

第1遺 構面 では鋤溝、落 ち込 み、第2遺 構面 で は鋤 溝、溝、第3遺 構面で は溝 を検 出 した。

以下主 な遺構 にっ いて詳述す る。

(1)第1遺 構面(図6)

第3層 上面 で検 出を行 った。遺構面 は南か ら北 へ0.19m傾 斜 し、東西方向 はほぼ平坦で ある。

本遺構面 では鋤溝、落 ち込 みを検 出 した。

図4.調 査 区地 区割図
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鋤溝(図 版2)

これ らはB-7・8、C-4・7・8、D-4・6、E-5区 で検 出 した鋤溝 である。検出長

0,7～0.8m、 幅0.2～0.8m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋土 は暗灰黄色 土 であ る。 方 向 は座標 北 に対

して東へ65° 振 る。遺物 は土師器、瓦器、須恵器 が出土 した。 これ らの鋤溝 は調査区全域 にひ ろ

が って いた と考 え られ る。

SX-1014(図 版3)

本遺 構 はC-3・4、D-3・4、E-4・5、F-4～6、G-5区 で検 出 した。検出長 南

東 一北 西4.4～5.8m、 南西 一北東約19m、 深 さ約0.18mを 測 る。埋土 は灰 オ リー ブ色粘 質土 、 暗

灰黄色 土、灰黄色砂質土 の1頂に堆積す る。調査 区全域 で第4層 は削平 を うけてお り、調査区北 側

と くに深 く掘削 され たと考え られ る。遺物 は土 師器、瓦器、須恵器、 サヌカイ ト、瓦質土器、鉄

製品が出土 した。本遺構 の時期 は15世 紀 ～16世 紀 にかけて と考 え られる。

② 第2遺 構面(図7)

第4層 上面で検出を行 った。遺 構面 は南か ら北 へ0,23m傾 斜 している。南西方向 は西 か ら東 へ

約0.04m傾 斜す る。緩やか に南西か ら北東 に下 ってい る。第2遺 構面で は鋤溝、溝 などを検 出 し

た。

鋤 溝(図 版4・5)

これ らはB-7・8、C-4・7・8、D-3～5・8、E-4・5、F-4・5、G-5区

で検 出 した鋤溝で ある。検 出長0,8～3.5m、 幅約0.3m、 深 さ約0.04mを 測 る。埋土 は調査 区北 側

が灰黄 色土、調査区南側 は灰 オ リー ブ色土 である。方 向は座標北 に対 して東へ60～70° 振 る。 遺

物 は土 師器、瓦器、須恵器 が出土 した。

小土坑

これ らはB・C-7、C-8・9区 で検 出 した小土坑 である。直径約0.1mを 測 る。埋土 は灰色

主な出土遺物 主な検出遺構

土師器、瓦器、須恵器

陶器、磁器、サヌカイト片

第1層 盛土

層厚0.Bm

第1遺 構面
鋤溝

SX-1014

第2層 暗灰黄色土

層厚0.15m

(近世)

土師器、瓦器、須恵器

第3層 灰オ リーブ色土
層厚0.05m

(15～16世紀)

第2遺 構面
鋤溝

SD-2001

土師器、瓦器、須恵器

第4層 褐灰色粘質土

層厚0,lm

q5世 紀以前)

第3遺 構面

SD-3001

SD-304

SD-3005

Sロ ー3006

SD-3009

第5層 黄褐色粘土(地 山)

図5.基 本 層 序 図
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図6.第1遺 構面遺構配置図
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図7.第2遺 構 面 遺 構 配 置 図
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砂質土 であ る。 これ ら小土坑 は同一方向で鋤 溝 に沿 って並 んでい る。耕作地 に伴 う杭(柵)列 跡

と考 え られ る。遺物 は出土 して いない。

SD-2001(図8、 図版6・7)

本遺構 はC-7・8、D-7、E-7、F-6、G-5区 で検 出長12.8m(攪 乱部分 も含む)、

幅0.4～0,8m、 深 さ約0.2mを 測 る。 断面形状 は逆 台形 を呈 す。溝底部 は比較的平坦 である。埋土

は褐灰色粘質土で ある。 方向 は座標北 に対 してC-7・8・9区 は西へ45° 、D-7区 は西へ65

°
、F-6区 は西へ65° 、G-6区 は西 へ60° 振 り、蛇行 しなが ら北西方向 にのびて い く。溝底

部比 高 は南か ら北 へ0.15m下 が ってお り、水 は南東か ら北西へ流れて いたと考え られ る。 溝 の深

さは北西側(F-6区)で 浅 くな ることか ら、土地 の削平 を うけて いた と考え られ る。溝 は埋土

の状 況か ら滞水状態 の後埋没 した と考 え られ る。本遺構 はSD-3004と 重複 してい る。 この重複

関係 よ り本遺構 はSD-3004よ り新 しい。遺物 はC-8区 で土師器高坏(図11・ 図版18-9)、

E-7区 で須恵器(図11・ 図版18-8)が 出土 した。時期 は第3層 の出土遺物 よ り15世 紀 頃 と考

え られ る。性格 は農業用水路 と考 え られる。

(3)第3遺 構面(図9)

第5層 上面 で検 出を行 った。遺構面 は南か ら北 へ0.18m傾 斜す る。本遺構面 で溝 を4条 検 出 し

た。

SD-3006

本遺構 はB-7、C-7、D-8区 で検 出 した溝 であ る。 検 出長約11m、 幅0.4m、 深 さ0 ,05

mを 測 る。埋土 は灰黄 色土であ る。方 向 は座標北 に対 して東 へ25° 振 る。遺物 は出土 していない。

SD-3004(図 版9)

本遺構 はE-5～7区 で検 出 した溝 である。検 出長約10m(攪 乱部分 も含む)、 幅0.6～0.7m、

深 さ0.2mを 測 る。 断面形状 は逆 台形 を呈 す。埋土 は黄灰色砂質土で あ る。 遺 物 は土 師器 、 瓦器

が出土 した。方 向 は座標北 に対 して東 に25° 振 る。溝底部 の比高 は南か ら北 へ0 .18mを 測 り、 水

は南か ら北へ流 れていた と考 え られ る。断面観察 よ り埋土 は砂 と土が交互 に堆積 す る。溝 が埋没

す るまで に少 な くとも1回 は土 が堆積す るよ うな時間 が経過 して いたと考え られ る。

SD-3005(図8、 図版10、11)

本 遺構 はC-4、D-4～6区 で検 出 した溝で ある。検 出長約10m(攪 乱部分 も含 む)、 幅0.7

～0 .8m、 深 さ約0.15mを 測 る。断面形状 は皿形 を呈す。埋土 は灰 黄色砂 、 黄灰 色砂 で あ る。 方

向は座標北 に対 して西 に30° 振 る。溝底部 の比高 は南か ら北へ0.1mを 測 る。 遺物 は出土 して い

ない。本遺構 はSD-2001と は異 な り、北 へ ほぼ直線 的 にのびる。

断面観察 では、溝 の中央部分 に小礫土が中州状 に堆 積 し、やがてその両側部分 に粗砂が堆積 す

る。西側 か ら粗砂 の堆積が始 ま り、次第 に流 れ は東側 に移 るようであ る。

C-4区 ではSX-1014の 影響でD-4～6区 より もはやい段 階で検 出 した。
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図8。 遺 構 断 面 図
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図9.第3遺 構 面 遺 構 配 置 図
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SD-3001(図10、 図版12～16)

本 遺構 はE-6・7、F-5・6、G-5区 で検 出 した溝 であ る。検 出長約15.5m、 幅1.5～3.

Om、 深 さ約0.5mを 測 る。埋 土 は上 か ら褐灰色粘質土、褐灰色砂質土、黄灰色粗砂 の順 に堆積 す

る。 断面形状 は逆台形を呈す。方 向 は座標北 に対 して西 に45° 振 る。蛇行 しなが ら北西方向 にの

びて い く。底部比高 は南東が ら北西方 向 に0,1mを 測 る。溝底部 は若 干 起伏 す る。 底 部 は第6層

まで掘 り下 げてお り、礫 の頭が露 出す る。遺物 は土 師器が1点 出土 したが、攪乱土 が混 じって い

る可能 性が ある。 流木な どの有機物 は確認 で きなか った。本遺構 は調査区西壁 の断面観察 で第5

層上面 か ら掘 り込 まれて いるが、第5層 は削平 を うけている可能性が ある。水 の流 れ は次 第 に弱

まり、溝底 部 に粗 砂が堆積 す る。 その後滞水状態 とな り、粘土が堆積す る。溝 の上層 は砂 層で あ

ることか ら再 び水 が流 れ始 めた と推測 され る。SD-3001埋 没後、新 たに溝SD-3009が っ くら

れ る。

SD-3009(図10、 図版16)

本遺構 はE-6・7、F-6、G-5区 で検 出 した溝で あ る。 検 出長 約15.5m、 幅0.7m、 深

さ約0.4mを 測 る。埋 土 は上層 が褐灰色土 もしくは粘質土、下層が褐 灰色 砂土 で あ る。 断面 形状

はU字 形 であ る。調査 区西端 のため平面形状 は不 明で あるが、SD-3009は ほぼ埋没 したSD-

3001に 沿 うようにつ くられていた もの と考 え られる。 出土遺物 はSD-3001同 様確認 で きなか っ

た。本遺構 はSD-3001と 同 じ目的に利用 された ものと考え られ る。

図10.SD-3001・3009断 面 図
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4.出 土遺物

遺構 出土遺物

1はSD-1010出 土 の瓦器椀 口縁部で ある。復元 口径12.6cm、 器厚0.4cmを 測 る。 内弯 しなが

ら外上方へ たちあが る。 口縁部外面 には強 い横 ナデを施 す。

2・4・5・10・26・27はSX-1014出 土 であ る。2は 土 師器 小皿 で あ る。 復元 口径7.6c皿 を

測 る。底部 は平底で ある。 口縁部 は短 く外上方 に屈 曲す る。4・5は 瓦質羽釜 口縁部であ る。4

は復元 口径22.6c皿を測 る。 口縁部 は内弯 し、短 くのび る。 口縁外面 は3条 の幅広 い浅 い沈線 に よ

り段 を成す。内面 はハ ケメを施 す。鍔 は水平 にのび る。5は 復元 口径23.6cm、 器 厚0.5c皿 を測 る。

口縁部 は内傾 し、外面 は3条 の沈線 により段 を成 す。 口縁端部 はやや丸 い。鍔 は短 く水平にのび、

端部 は丸 い。10は 土師器高坏で ある。復元底部径13.6cm、 器 厚0.4cmを 測 る。26・27は 青 磁で あ

る。

8・9・30はSD-2001出 土であ る。8は 須恵器坏身 であ る。 復 元外 径14.2cm、 器厚0.5cmを

測 る。受部 はやや外方 にのび、端部 は丸 い。9は 土 師器 高坏であ る。 残存高6.0㎝ を測 る。 摩 滅

が激 しく調整 は不 明瞭 である。30は 須恵器 坏身の受部 で ある。

6・28・29は 攪乱 出土で ある。6は 須恵 器坏身 であ る。 復元 口径12.4cm、 器厚0.4cmを 測 る。

たちあが りは内傾 しなが らのびる。受部 はやや外方 して のびる。 端部 は丸 い。28は 土師器甕 口縁

部 であ る。29は 陶磁器 である。

第2層 出土遺物

7・11は 土 師器 であ る。7は 小皿で ある。復元 口径6.6cmを 測 る。底 部 は平底 で あ る。 口縁 部

は短 く外上方 に屈 曲す る。11は 鉢で ある。復元 口径25.8c皿、 器 厚0.5cmを 測 る。 口縁 部 は外方 に

のび る。

12は 須恵 器摺鉢 であ る。復元 口径25.6c皿、器厚0.7c皿を測 る。 口縁 部 は上 下 に短 く拡張 し、 端

部 は丸い。

13～16は 白磁 であ る。13は 高台部 である。復元高台径6.8c皿、高台高0.4c皿、器厚0.3c皿を測 る。

14は 復元 口径11.2㎝ 、器厚0,4c皿を測 る。15は 復元 口径12.4cmを 測 る。 口縁端部 が外反 する。16は

玉縁 口縁部であ る。復元 口径16.4cmを 測 る。外面 にケズ リが認 め られ る。

17・18は 磁器高台部 であ る。17は 復元高台径7.Ocm、 高台高0.4c皿を測 る。高 台部 に は砂 が付 着

す る。18は 復元高台径5.2cmを 測 る。高台 は削 り出 してあ る。 内面 は施釉 、外 面 は回転 カ ンナ削

りで ある。

19は 美濃 ・瀬戸系天 目碗であ る復元 口径10.Ocm、 器厚0.5c皿を測 る。 口縁端部 が外反 す る。

20は 摺鉢 口縁部で ある。復元 口径28,2c皿、器厚0.8cmを 測 る。 口縁 端部 外面 は横 ナデで あ る。

口縁部 は上下 に拡張す る。拡張部 に2条 、 口縁端部 に1条 の沈線 を施す。す り目は縦方向である。

21・22・31は 瓦質土器であ る。21は 羽釜 であ る。復元 口径25.4c皿 、 器 厚1.Oc皿 を測 る。 口縁部

外 面 は2条 の強 い横 ナデにより段を成 す。鍔 は短 く水平 にのび、端部 は方形で ある。 内面 はハケ
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目の後 ナデを施す。22・31は 甕 口縁部 であ る。22の 口縁端部 は丸 く折れ曲が る。復元 口径30.2c皿

を測 る。

35～37は 青磁 であ る。

第3層 出土遺物

3・32・34は 瓦器 であ る。3は 小皿 である。復元 口径8.2c皿を測 る。 やや 内弯 しな が ら外上 方

にのび る。32・34は 椀 であ る。

33は 土 師質甕 口縁部で あ る。

24・25は 青磁で ある。24は 復元 口径15.8c皿、器厚0.5cmを 測 る。 外面 に蓮華 文 を施 す。 口縁 端

部 は丸 い。25は 復元 口径17.2cm、 器 厚0.4cmを 測 る。

図11.出 土 遺 物
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第4章 ま と め

今 回の調査で は中世か ら近 世の遺構 を検 出 した。

中世以前 の遺構 は検出で きなか った。 おそ らく中世 において土地 の削平が行 われ、遺物 包含層

が失 われた と考え られ る。

奈良時代 の遺構 は平成8年 度の調査 区で検 出 した。段 が存在 し、その肩に対 して平行 に溝が通 っ

ていた。SD-6003の 規模 は幅0.3～2.6m、 深 さ0.1～0.45mを 測 る。埋土 は上か ら灰褐色 シル ト、

灰色粗砂、黒褐色粘土、灰褐色粘質土、灰色粗砂 が堆積 す る。奈良時代 の須恵器坏蓋が出土 した

SX-6004が 切 り込んで お り、SD-6003は 奈良 時代 と推測 してい る。

中世 では本調査地 よ りSD-3001・3009・3004・3005を 検 出 した。SD-3001・3009とSD-

3004・3005と で は規模、方向が異な る。規模 は後 者 に比 べて前者 の方 が大 きい。前者 は調 査区の

南東 か ら北西 にのびる溝 であ り、後 者 は調 査区の南か ら北にのび る溝 であ る。土地 の削平 や重複

関係 や遺物 の出土 が明 らかで ないため、時期関係 は不明確であ る。SD-3001の 埋没後、SD-

3007が ほぼ同位置 につ くられ る。SD-3001・3009か ら分流 す る溝 と考 え られる。 それぞれの対

応 は不 明である。 ため池 と結 ばれ たSD-3001・3009か らSD-3004・3005を 通 して周囲 の耕作

地 に水 を供給 して いた と考 え られ る。堰 な どの施 設 は検出で きなか った。

本調査地 よ り南東 に200mの 位置で平成8年 度 に発掘調 査を行 ってお り、 北 西方 向 にの び る溝

を検 出 した。SD-6002の 規模 は幅0.4～2.4m、 深 さ0.11～0.22mを 測 る。 埋 土 は上 層 に黄灰色

シル ト質土、下層 に黄灰色粗砂が堆積す る。中世の遺物が出土 した。SD-6001の 規模 は幅0,4

～0 .7m、 深 さ0.48～0.64mを 測 る。埋土 は上層 に灰黄褐色土、下層 に黒褐色粗砂が堆積す る。 遺

物 は瓦器椀、 白磁碗 が出土 した。 これ ら検出 した溝 はいずれ も調査 区の南東 か ら北西方向 にのび

てい る。

本 調査地 で検 出 したSD-3001と 平成8年 度調査 のSD-6001は 埋 土堆積 は異 な るものの、規

模、 方向、 断面形状 が類似 す ることか ら、同一 の遺構 ではないか と推 測 され る。SD-6002は 直

接繁 が る可能性 は低 いが、 その性格 は同 じ農業用水路 と考 え られ る。 両調査 区西側 が この周辺地

区 におけるため池 か らの供給 ライ ンで あ った と推測 される。

SD-3006は 鋤 溝 と考 え られ る。調査区 の中央か ら北側 にか けて鋤溝が検 出できなか ったのは、

削平 を うけていたか らで あろう。第3遺 構面 も同様耕作地 であ ったと考え られ る。

そ の後、SD-2001が っ くられ る。規模 はSD-3001・3009に 比較す ると小 さ くな るが、方 向

性が類似す ることか ら、同 じ性格 の ものであ ると考 え られる。

SX-1014は 土 地開発時 に第3・4層 を削平 した もの と考 え られる。SX-1014の 堆積層 は第

2層 と類似 して いることか ら近世 に削平工事 が行 われていた と考 え られ る。耕作地 に段 も しくは

傾斜 をつ けることによって水 の巡 りをよ くす るため に工夫 した もの と推測 され る。
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1.第1遣 構 面全 景 南 よ り

2.鋤 溝 検 出状 況 南 よ り
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1.SX-1014検 出状 況 東 よ り

2.SX-1014完 掘 状 況 東 よ り



図
版
4

検
出
遺
構

1.第2遣 構 面全景 南 よ り

2.第2遣 構面南側完掘状況 西 より
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検
出
遺
構

1.第2遺 構面北側検 出状況 東 よ り

2.第2遺 構面北側完掘状況 東 より
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検
出
遺
構

1.SD-2001検 出状 況 南 よ り

2.SD-2001完 掘 状 況 南 よ り
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検

出

遺

構

1.SD-2001完 掘 状 況 南 よ り

2.SD-2001土 層 断 面(C-7区)南 よ り
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検
出
遺
構

1.第3遺 構 面検 出状況 南 よ り

2.第3遺 構面完掘状況 南より
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検
出
遺
構

1.SD-3004検 出 状 況

2.SD-3004完 掘 状 況 ・ 西 よ り
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検
出
遺
構

1.SD-3005検 出状 況 南 西 よ り

2.SD-3005完 掘 状 況 南 西 よ り



図
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検
出
遺
構

1.SD-3005東 よ り

2.SD-3005土 層 断 面 南 西 よ り



図
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検
出
遺
構

1.SD-3001検 出状 況 南 よ り

2.SD-3001完 掘 状 況 南 よ り



図
版
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検
出
遺
構

1.SD-3001検 出状 況 北 西 よ り

2.SD-3001完 掘 状 況 北 西 よ り



図
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検
出
遺
構

1.SD-3001完 掘 状 況 南 東 よ り

2.同 上 南 よ り



図
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検
出
遺
構

1.SD-3001完 掘 状 況 北 よ り

2.SD-3001土 層 断 面(F-5区)南 よ り
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検
出
遺
構

1.SD-3009土 層 断 面(F-6区)南 よ り

2.SD-3001土 層 断 面(F-6区)南 よ り
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出
土
遺
物

SD-1010(1),SX-1014(2,4,5,10)

撹 乱(6、28、29)
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出
土
遺
物

SD-2001(8,9,30)

第2層(11、18、19、22、31)
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出
土
遺
物

第2層(7、12～17、20、21)
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出
土
遺
物

SX-1014(26,27)

第3層(.3、24、25、32～37)



貝塚市埋蔵文化財調査報告第50集

海塚遺跡発掘調査概要

発 行 日 平成11年3月31日

編集 ・発行 貝塚市教育委員会

大阪府貝塚市畠中1-17-1

印 刷 摂 河 泉 文 庫

大阪府貝塚市北町20-18


